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１．はじめに 

 情報処理技術者を目指す学生にとって基本情

報処理技術者試験を取得する事は非常に重要で

ある．情報処理技術者試験は国内最大規模の情

報技術に関する能力認定試験であり，多くの企

業や学校では，この資格を情報技術のスキルの

目安として捉えている[1]．一方で，スマートフ

ォンの普及率は平均 52.8%に達しており，その利

用時間は 1日あたり平均 97.7 分と非常に長くな

っている[2]．ここで，本研究のキーワードであ

るスキマ時間について述べる．スキマ時間とは，

通学，通勤などの移動時間，トイレやお風呂に

入っている時間など，他の目的に有効に活用す

ることが難しく，また最長で 10 分程度の細切れ

になっている時間である．本研究ではこのスキ

マ時間をスマートフォンによって有効活用しよ

うとするものである． 

２．研究目的 

本学では情報処理技術者試験の合格者に単位

を認定する等の支援が行われている．しかしな

がら，その取得率は必ずしも十分なものではな

い．本研究ではスマートフォンの利用時間の長

さに着目し，この時間の一部を試験勉強にあて

ることにより，日常生活に試験勉強を取り入れ，

情報処理技術者試験の合格率向上をサポートす

ることを目指す． 

３．スマートフォンによる学習支援 

本研究ではスマートフォン向けのアプリケー

ションによって基本情報技術者試験の午前問題

のトレーニングを行う学習支援環境を構築する．

出題される問題は全て 4 択式であるため，スマ

ートフォンを用いての出題や解答の記録，正誤

判断等は容易に行うことができる． 

学生がアプリケーションを起動すると，問題

の一覧が表示される．学生は任意の問題を選択

して解答を行い，その正誤を知ることができる

ようになっている．問題を任意に選択できるよ

うにした理由としては,学生自身が問題を選択

することにより苦手な分野を集中して解くなど

の工夫ができるためである．これらの機能に加

え,アラーム解除時に問題を解答させることで

スキマ時間を有効に活用する機能を付与してい

る．  

 

図１ 問題画面 

４．アプリケーションの実現 

開発するアプリケーションは Android（バージ

ョン 4.4 以降）対応のネイティブアプリケーシ

ョンとし，Java 言語を用いて実装する．実装時

の IDE としては環境構築の容易さを考慮し

Android Studio[4]を用いた． 

５．実験 

 開発したアプリケーションの有効性を確認す

るために被験者を用いた実験を行った． 

実験では被験者の知識を測るために，情報処

理技術者試験と同等の確認用問題セットを用意

し，アプリケーションの使用前と使用後の点数

の変化を比較することとした． 被験者の概要は

以下の通りである． 

 被験者：本学科橋浦研究室の 3年生 6名 

 アプリケーションの使用期間：10 日間 

５．１．トレーニング用問題セットの作成 

 本実験を実施するためにはアプリケーション

にトレーニング用の問題を登録する必要がある．

情報処理技術者試験の午前問題は前述のとおり

4択式であるが，問題の種類によっては学習者に

過度な負担がかかるなど，スマートフォンによ

る解答に不向きな問題が存在している．例えば，

計算を伴う問題は解答中に計算過程を他の場所

に書き留めることが難しいなどの問題が生じる．

従って，基本情報処理技術者試験の出題範囲[3]



を参考に，出題する問題を中分類に振り分け，

不適切な分野から問題が出題されないようにし

た（表１の網掛け部分）．さらに，実験の事前調

査として 27年度秋期試験を受験した学生に対す

る実態調査を行い，多くの学生が特に苦手とし

ている「４．システム構成要素」，「１５．サー

ビスマネジメント」，「２２．企業活動」の 3 分

野を本実験で用いるアプリケーションでトレー

ニングできる問題構成とした． 

表 1 試験区分別出題分野 

 

５．２．確認用問題セットの作成 

 確認用問題セットは事前，事後用の 2 セット

が必要となる．事前確認用問題セットとして，

11 年版基本情報技術者合格テキスト[5]の実力

確認問題と平成 21年度秋学期の午前問題の問題

から抜粋したものを用いた．また，事後確認用

問題セットとして，前述のテキスト付属の基本

情報技術者午前試験実力確認問題を用いた． 

６．実験 

まず，現時点での被験者がどの分野の問題を

解くことができるのか事前確認用問題セットを

用いて調べ，アプリケーション使用後，事後確

認用問題セットを用いて被験者の知識レベルを

計測しその差を比較する．実験の結果を表 2，3

に示す． 

６．１．実験結果に対する考察 

実験の結果，アプリによる支援を受けた分野

では 6人中 2人（被験者 C,D）について正答率の

上昇がみられた．この 2 人についてアプリの利

用状況を詳細に調べたところ，他の被験者と比

較して突出した演習をこなしていた．これに対

し，上昇がみられなかった被験者は最大でも 50

問と正答率の上昇がみられた被験者の半分程度

に留まっていた．同様に，アプリの支援を受け

ていない分野についても分析を行ってみたとこ

ろ，アプリケーション利用の前後で正答率に大

きな変化は見られなかった． 

表 2 アプリ使用前後の正解率の比較 

(アプリによる支援がある分野)  

 

表 3 アプリ使用前後の正解率の比較 

(アプリによる支援がない分野) 

 

７．結論と今後の課題  

本研究では日常のスキマ時間に着目し，時間

を有効に使うことができる学習支援アプリケー

ションの開発を行った．アプリの使用実験を行

った結果，一部で点数の上昇を確認することが

できた．今後は問題の出題方法に IRT[6]などを

取り入れることで，学習者の状況をより正確に

把握することが重要であると思われる． 
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